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Fused teeth, Taurodont teethのX線写真
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　歯は通常，それぞれが独立して存在するが，時

として何らかの原因により2本または数本の歯が

結合して，歯の形態異常を呈することがある．ま

た，正常な解剖学的形態をとらない歯が形成され

ることもある．今回，我々は，乳歯および永久歯

にみられたFused　teeth（融合歯），　Taurodont

teeth（タウロドント歯）を経験したので，　X線写

真を供覧する．

　Fused　teeth（融合歯）は1つの歯胚が不完全分

裂，2個以上の歯胚が早期に結合して生じたもの

である．歯髄腔は歯冠または歯根で必ずひとつに

なっている．このため，口腔内からでは歯冠部だ

けの所見のみであり，一見巨大歯の様な所見を呈

することがあるので，口内法撮影を行い歯根部の

状態を観察することが大切である1）．

　Fused　teeth（融合歯）の発生頻度は乳歯では少

なく，下顎前歯部に最も多く発生し，融合部位と

しては，下顎中切歯と側切歯，側YJ歯と犬歯が多

く，その他の部位ではほとんどみられないようで

ある．

　図1：a，bは乳歯，永久歯に認められたFused

teeth（融合歯）のデンタルX線写真である．左側

下顎乳中切歯と乳側切歯，左側下顎中切歯と側切

歯に認められたFused　teeth（融合歯）である．2

本の歯が1つの歯髄腔を共用し，歯冠部の歯髄腔

は2つに分かれ，歯根部の歯髄腔は1つになって

いるのが認められる．また，切端部融合部のエナ

メル質の溝が認められる．特に，このエナメル質

の溝が深いものは鶴蝕の好発部位となるので注意

を要する．

　Taurodont　teeth（タウロドント歯）はKeith

（1913）によって提唱され2），歯髄腔が長軸方向に

異常に太く長くなることにより，歯冠，歯根の区

分の不分明化，エナメルセメント境の消失，歯根

形態異常を示すものをいう．下顎乳臼歯部に高頻

度に認められ，わが国においての出現率は0．57％

（大東　1978）といわれている3）．

　図2は左側下顎第一乳臼歯に認められたTaur・

odont　teeth（タウロドント歯）のデソタルX線写

真である．歯髄腔が異常に太く長く髄室が歯根部

までに及んでいるため，根分枝部が根尖側に移動

している．

図1：

a：乳歯に認められたFused　teeth（融合歯）

b：永久歯に認められたFused　teeth（融合歯）

　　矢印：融合部のエナメル質の溝

（1996年3月14日受理）
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図2：Taurodont　teeth（タウロドント歯）


